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日 本 溶 接 協 会 規 格 

ぜい性亀裂アレストじん性試験方法 

Test Method for Brittle Crack Arrest Toughness, Kca 

序文 この規格は，鋼のぜい性亀裂アレスト（伝播停止）じん性を破壊力学パラメータを使って評価する

ための試験方法を規定するものである。 

1. 適用範囲 この規格は，延性-ぜい性遷移挙動を示すフェライト系鋼の母材を対象とする。対象は厚鋼

板，及び，鋼管などとするが，後者の場合には適切な方法により平板状にしたもとする。引張強さは 950MPa

級以下，試験片厚さは 200mm 以下を対象とし，アレスト温度は-196℃から 100℃の範囲とする。 

試験片幅方向に温度勾配を設け，試験片に一様な引張応力を負荷した状態で，試験片端部の機械切欠き

から打撃によってぜい性亀裂を発生させ，亀裂をアレストさせる（温度勾配型アレスト試験）。負荷応力と

アレスト亀裂長さとから応力拡大係数を用いてアレストじん性 Kca を算定し，その値を亀裂がアレストし

た位置の温度（アレスト温度）におけるアレストじん性とする。構造物の設計温度等，特定の温度におけ

る Kcaを求めようとする場合には，附属書 A の方法を用いることができる。 

亀裂伝播の動的挙動や試験片の動的ひずみを計測するためには，附属書 B に規定する方法を適用するこ

とができる。 

ぜい性亀裂の発生方法として副次的な負荷機構を用いることもできる（附属書 C 二重引張型アレスト試

験）。また，助走板と試験板を溶接で幅方向に接合し，端部機械切欠きから発生したぜい性亀裂を助走板中

を伝播させ，試験板に突入した直後の亀裂の伝播挙動により試験板のアレスト特性の評価を行うこともで

きる（附属書 D 混成型アレスト試験）。 

2. 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の一部を構成する。こ

れらの規格は，その最新版を適用する。 

JIS G 0202 鉄鋼用語（試験） 

JIS Z 3001 溶接用語 規格群 

3. 用語及び定義 この規格で用いる主な用語及び定義は JIS G 0202，JIS Z 3001 規格群によるほか次に

よる。 

(1) ぜい性破壊 (brittle fracture) 一般に，低応力低変形状態で生じる破壊をぜい性破壊と呼ぶが，本規

格では，延性－ぜい性遷移を示すフェライト系鋼を対象としており，ぜい性破壊はへき開破壊による

ものに限定する。 

(2) ぜい性亀裂 (brittle crack) ぜい性破壊によって伝播する亀裂をいう。伝播速度はおおむね 200～

300m/s 以上である。 

(3) アレスト (arrest) 高速で伝播しているぜい性亀裂が停止する現象をいう。 

(4) アレストじん性 (arrest toughness) ぜい性亀裂のアレストに対する材料の抵抗を応力拡大係数で表




